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４ 図のように平行四辺形ＡＢＣＤの辺上にＡＰ：ＰＢ＝ 1：2，ＢＱ：ＱＣ＝ 1：3 と

なるような点Ｐ，Ｑがあります。また，Ｐを通り辺ＡＤに平行な線を引き，対角線Ｂ

Ｄと交わった点をＥとし，ＰＱとＢＤの交わった点Ｒとします。

(1) ＰＥ：ＡＤを求めなさい。

(2) ＢＲ：ＲＥを求めなさい。

(3) 三角形ＰＢＲと三角形ＡＥＤの面積の比を求めなさい。
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(1) ＰＥとＡＤは平行なので，

△ＰＢＥと△ＡＢＤは相似で，

ＢＰ：ＢＡ＝ 2：(2 ＋ 1)＝ 2：3。
よって，ＰＥ：ＡＤも 2：3 です。

(2) ＢＱ：ＱＣ＝ 1：3 より，

ＢＱ＝ 1，ＱＣ＝ 3 とすると，

ＢＣ＝ 1 ＋ 3 ＝ 4。
四角形ＡＢＣＤは平行四辺形

なのでＡＤ＝ＢＣ＝ 4 となる。

よって，(1)より，ＰＥ＝ 4 × ＝ 。また，ＰＥとＢＣも平行なので

△ＲＢＧと△ＲＥＰは相似で，相似比は

ＢＱ：ＰＥ＝ 1： ＝ 3：8。したがって，

ＢＲ：ＲＥ＝ 3：8 です。

(3) 相似な三角形である△ＰＢＥと△ＡＢＤは相似比が 2：3 なので，

面積比は 2 × 2：3 × 3 ＝ 4：9。それぞれの面積を 4，9 とすると，

(2)より，△ＰＢＲの面積は 4 × 。

また，台形ＡＰＥＤの面積は 9 － 4 ＝ 5 で，(1)より，

△ＡＥＤの面積は 5 × ＝ 3。

よって，△ＰＢＲと△ＡＥＤの面積の比は

＝ 12：33 ＝ 4：11 です。
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